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都市再生整備計画　事後評価シート

湯田温泉周辺地区

平成27年3月

山口県山口市



様式様式様式様式２２２２－－－－１１１１　　　　評価結果評価結果評価結果評価結果のまとめのまとめのまとめのまとめ

都道府県名 面積 85ha

交付期間 0.4

基幹事業

提案事業

基幹事業

提案事業

基幹事業

提案事業

当　初

変　更

単位 基準年度 目標年度 モニタリング 評価値

あり

なし ●

あり -

なし -

あり

なし ●

単位 基準年度 目標年度 モニタリング 評価値

 ４）定性的な効果
　　発現状況

-
-
-

●

●

0

2

数　　値

 １）事業の実施状況

湯田温泉駅前広場との色彩調整により、カラー舗装を取りやめた

削除/追加の理由

当初計画に
位置づけ、

実施した事業

事業名

当初計画
から

削除した
事業

道路（富田原町前町線、若宮町今井町線、若宮町2号線外線）、地域生活基盤施設、高質空間形成施設

0 Ｈ26

フォローアップ
予定時期

 ２）都市再生整備計画
　　に記載した目標を
　　定量化する指標
　　の達成状況

従前値 目標値

足湯の利用者数 人/月 2,250 Ｈ21 2,700

効率的な土地利用のため、駐輪場と一体となった整備を行うため、
高質空間形成施設として整備することとした。

目標
達成度

×

1年以内の
達成見込み

1,422

効果発現要因
（総合所見）

○

平成27年10月

放置自転車の数 台/日 300 Ｈ21 0 Ｈ26

Ｈ26

－△27 Ｈ21

指標1

指　標

指標２

接道不良敷地率指標３ ％

 ３）その他の数値指標
　　（当初設定した数値
　　目標以外の指標）に
　　よる効果発現状況

指　標
従前値 目標値

-

 ５）実施過程の評価

・今後のまちづくりへつながっていく意欲・気運が醸成され、湯田温泉まちづくり協議会の活動から派生してＮＰＯが組織された。
・事業期間中、湯田温泉街の来街者数が増加傾向となった。

その他の
数値指標３

実施内容
都市再生整備計画に記載し、実施できた

交付期間
の変更

その他の
数値指標２

その他の
数値指標1

目標
達成度※１

住民参加
プロセス

持続的なまちづくり
体制の構築

湯田温泉まちづくり協議会に対する活動への働きかけや事業費
に対する助成及び市との連携に向けた活動支援

引き続き今後予定している次期整備計画の実施過程において、湯田温泉
まちづくり協議会の継続的な活動を促進する。

都市再生整備計画に記載し、実施できた

地域創造支援事業（ライトアップ施設設備、足湯整備、若宮地内道路整備、若宮地内排水路改良）、事業評価測定調査（湯田温泉周辺地区）

新たに追加し
た事業

公衆トイレ設備

削除/追加による目標、指標、数値目標への影響

湯田温泉まちづくり協議会によるイベント、説明会等の実施
都市再生整備計画に記載し、実施できた
都市再生整備計画に記載はなかったが、実施した
都市再生整備計画に記載したが、実施できなかった

湯田温泉まちづくり協議会の活動から派生したNPO「ゆだかつ」（平成26年8月
設立）等の主体的な取り組みへの移行を促進する。

都市再生整備計画に記載はなかったが、実施した
都市再生整備計画に記載したが、実施できなかった

モニタリング 実施なし

-

都市再生整備計画に記載はなかったが、実施した
都市再生整備計画に記載したが、実施できなかった

-

今後の対応方針等

効果発現要因
（総合所見）

-

実施状況

1年以内の
達成見込み

フォローアップ
予定時期

交付対象事業費

足湯や回遊ネットワークの整備が、観光客
に十分浸透していないことなどにより、当初
期待した効果が事後評価実施時期までに
発現されなかった。

湯田温泉駅駐輪場（建物、青空）の設置に
より自転車の収容が可能となったことに加
え、利用者マナーの向上にも寄与し大きな
効果が発現した。

地域創造支援事業（若宮地内道路整備）の
事業取りやめ（計画変更）により、目標値は
未達成となったが、基幹事業の道路整備に
より大きく向上した。

－

道路整備において必要となる用地境界の確定ができなかったため
指標３（接道不良敷地率）における接道不良敷地面積が変化し、
目標値が未達成となる。

影響なし

影響なし

事業名

高質空間形成施設（富田原町前町線）

若宮地内道路整備
公衆トイレ設備（基幹事業へ変更）

数　　値

平成22年度～平成26年度

-

交付期間の変更による事業、
指標、数値目標への影響

-

国費率平成22年度～平成26年度 平成26年度事後評価実施時期

山口県 市町村名 山口市 地区名

630

湯田温泉周辺地区



様式様式様式様式２２２２－－－－２２２２　　　　地区地区地区地区のののの概要概要概要概要

単位：人/月 2,250 H21 2,700 H26 1,422 H26

単位：台/日 300 H21 0 H26 0 H26

単位：％ 27 H21 0 H26 2 H26

今後のまちづくり
の方策

（改善策を含む）

・道路空間の美装化等による路地の再生と歩行者動線をつなぐ道路整備に取り組む。
・地元組織等との協働によるイベント開催などソフト面での取り組みを促進する。
・市街地内への広場整備により、地域住民・来訪者の憩い・交流の空間を設ける。
・玄関口としての景観や憩い・交流機能の維持確保に取り組む。
・整備後の幹線道路・生活道路における更なる安全性の向上を図る。
・整備した路地空間等を活かし、回遊性をより高めるため、地元組織との協働でイベント開催や情報発信の強化などソフト面での取り組みを図る。
・湯田温泉駅、観光案内所等の拠点から地区に人を呼び込むため、歩行者ネットワークの形成と更なる回遊性の向上を図る。
・残存する狭あい道路における安全性の確保を図る。

大目標　訪れる人、住む人にやさしく心地よい市街地の再生
　目標①　温泉風情を高める路地の再生をすることにより、観光客の憩いと回遊性を高めます
　目標②　道路等の整備を行い、安全、快適に移動できる環境を整えます

足湯の利用者数

放置自転車の数

接道不良敷地率

まちの課題の変化

・道路空間の美装化や足湯整備により、温泉風情を高める路地の再生、観光客の憩いの創出が可能な空間が創出された。
・足湯整備や放置自転車の解消等により、地区の玄関口および観光客の憩いの空間が創出された。また放置自転車の解消や駅前空間の再編により、駅への円滑な交通アクセスが実現した。
・道路事業により生活道路における安全性の向上と未接道敷地の解消が図られた。
・継続して取り組むべき課題として、以下が挙げられる。
－継続的な来訪者の確保。
－湯田温泉駅・湯田地区を結ぶ歩行者ネットワークの形成および更なる回遊性の向上と、湯田温泉駅での継続的な景観の維持確保。
－事業の変更による部分的な接道不良敷地の残存。
・また、新たな課題として、以下が挙げられる。
－地区内の魅力は向上したが、来訪者等への周知が十分でないため、認知度の向上に向けた取り組みが必要。
－整備した施設の適切な維持管理や、地域住民との協働による活用方策の検討。

湯田温泉周辺地区（山口県山口市）　まちづくり交付金の成果概要

まちづくりの目標 目標を定量化する指標 従前値 目標値 評価値

地域創造支援事業（足湯）

湯田温泉駅公衆トイレ

湯田温泉駅駐輪場

地域生活基盤施設 情報板

高質空間形成事業 道路美装化

高質空間形成施設 道路美装化


